
【取組状況と課題】
（１）現状の水害リスク情報や取組状況の共有

　① 情報伝達、避難計画等に関する事項

項　目 取組状況と課題 青森市 平内町 今別町 外ヶ浜町 蓬田村 野辺地町 横浜町 気象台 青森県（防災危機管理課） 青森県（河川砂防課）

取組状況

・河川管理者と気象庁が共同で洪水予報を発表し、自
治体への連絡とマスコミ等を通じた住民への周知を
行っている。
　　2河川（堤川、駒込川）
・河川管理者が水位周知河川と指定して、自治体への
連絡とマスコミ等を通じた住民への周知を行っている。
　10河川（沖館川、西滝川ほか）

課題

・情報提供等が早ければ、対策等の判断の参考にな
る。

課題

･タイムラインの作成が必要 ・河川管理者等の関係機関と協同してタイムラインの
作成やブラッシュアップが必要。

・避難勧告等の発令に対して、明確な発令基準が定め
られていないため、マニュアルの見直しが必要。

･避難勧告等の発令に対して、明確な発令基準が定め
られていないため、発令のタイミングが不明。

・避難勧告等の発令に対して、明確な発令基準（水位、
降雨、気象状況など）が定められていない。
・河川管理者等の関係機関と協同してタイムラインの
作成やブラッシュアップが必要。

・青森県河川砂防情報システムや現場確認により、発
令等を行っているが、急激な豪雨等で河川増水がある
場合、リアルタイムにより情報を取得できると早めの発
令判断等に活かせる。

・避難勧告等の発令に対して、明確な発令基準（水位、
降雨、気象状況など）が定められていない。

防災担当者や住民に対する新しい情報の更なる理解
促進に努める。

避難勧告等の発令基準が未策定の市町村がある。

取組状況

・市ホームページ、ハザードマップポータルサイトによ
り、洪水ハザードマップ等を公表し、浸水想定区域が含
まれる世帯へ配付。

・平内町ホームページにより、洪水ハザードマップ等を
公表している。
・ハザードマップを全世帯へ配布。

・ハザードマップを全世帯へ配布。 ・ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄにより洪水ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟを公表。
・防災ﾏｯﾌﾟを全世帯へ配布。

・ハザードマップを全世帯へ配布。 ・洪水ハザードマップや防災ガイドマップを作成し、浸
水想定区域図を公表している。また、浸水想定区域に
は、想定浸水深シートを掲示している。
・洪水ハザードマップや防災ガイドマップを全世帯へ配
布。

・市町村の指定避難所・指定緊急避難場所の指定に対
する指導・助言

・浸水想定区域図を作成し公表するなど、自治体が作
成するハザードマップの作成支援。
・12河川（堤川、駒込川ほか）において、今後５年間を
目標に想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域図
を作成公表。

課題

市民一人ひとりが避難経路を確認していただくことが
必要

・ハザードマップ等の再周知
・大規模氾濫など広範囲の浸水時には隣接する市町
村間の広域避難計画の策定や住民への周知が必要。

･避難経路については、確実に安全な経路を特定でき
ないため、公表は難しい。

・大規模氾濫など広範囲の浸水時には隣接する市町
村間の広域避難計画の策定や住民への周知が必要。

なし ハザードマップ等を作成し町民へ周知が必要。 指定避難所・指定緊急避難場所を未指定の市町村が
ある。

取組状況

・青森県河川砂防情報提供システムの河川水位情報
において情報を入手できることを市ホームページや洪
水ハザードマップで周知。

・避難準備情報、避難勧告等を発令した場合は、防災
行政無線・HP・広報車・消防団車両による広報活動
や、報道機関を通して実施。
・自主防災組織等の地域コミュ二ティとの協力・連携に
より、避難対象地区住民への情報周知を図る。

・避難勧告等を発令した場合は、防災行政無線・広報
車・防災車・消防車・町HP・電話・Ｌアラート等で住民へ
情報周知を図る。

･避難勧告等を発令した場合は、防災行政無線・広報
車等による広報活動や、報道機関を通して情報提供。
・自治会または自主防災組織の代表者から、避難対象
地区の情報を把握する。

・避難準備情報、避難勧告等を発令した場合は、防災
行政無線・HP・広報車・消防団車両による広報活動
や、報道機関を通して実施。
・自主防災組織等の地域コミュ二ティとの協力・連携に
より、避難対象地区住民への情報周知を図る。

・避難準備情報、避難勧告等を発令した場合は、防災
行政無線・緊急速報メール・ＨＰ・広報車・消防団車両
による広報活動や、Ｌアラーとなど報道機関を通して実
施。

・避難準備情報、避難勧告等を発令した場合は、防災
行政無線・HP・広報車・消防団車両による広報活動
や、報道機関を通して実施。
・自主防災組織等の地域コミュ二ティとの協力・連携に
より、避難対象地区住民への情報周知を図る。

新しい気象情報は、気象庁HP等で住民に直接提供し
ている。

・Ｌアラートによる避難勧告等情報、避難所開設情報の
周知

・水位情報、河川監視カメラ映像の情報をリアルタイム
で公開
・洪水お知らせメールにより水位などの情報発信

課題

・災害情報を発表・公表しているが適切な行動へ結び
ついていない。
・理解しやすい情報提供が必要。
・WEBによる情報発信を行っているが利用者が限定さ
れている。

・防災行政無線の老朽化が著しいため、更新が必要。 ・災害情報を発表・公表しているが適切な行動へ結び
ついていない。
・理解しやすい情報提供が必要。
・エリアメールや情報発信メール、WEBによる情報発信
を行っているが利用者が限定されている。

左記による伝達を行っているが、一軒一軒声がけする
こともある。

・要配慮者施設等に対する情報伝達の方法

・災害時における防災ＨＰと県ＨＰの連携

取組状況

・誘導に当たっては、適切な時期と適切な避難方向へ
の誘導、要配慮者の優先及び携行品の制限等に留意
し、実施する。
・避難誘導員は、市職員、消防団員、自主防災組織構
成員等が当たることとし、災害の状況によって誘導でき
ない場合は、自らの生命の安全の確保を最優先とす
る。
・避難誘導の方法は、避難者数及び誘導員数に応じ
て、避難集団に付き添って避難を誘導する方法（引き
連れ法）、または避難者大勢に対して避難路上で避難
方向等を指差したり、口頭で指示する方法（指差し法）
のいずれか、あるいは併用により実施する。

・職員、警察、消防、自主防災組織等の連携し、危険な
地域から安全な地域へ避難誘導に努める。

・職員、警察、消防、自主防災組織等と連携し、危険な
地域から安全な地域・避難所へ避難誘導を実施する。

･職員、警察、消防、自治会等と連携し、危険な地域か
ら安全な地域へ避難誘導に努める。

・職員、警察、消防、自主防災組織等の連携し、危険な
地域から安全な地域へ避難誘導に努める。
・要配慮者利用施設の避難計画作成をサポート。

町民及び避難行動要支援者等に対し、職員、警察、消
防、消防団及び自主防災組織と連携し、危険な地域か
ら避難所等へ誘導に努める。

・職員、警察、消防、自主防災組織等の連携し、危険な
地域から安全な地域へ避難誘導に努める。
・要配慮者利用施設の避難計画作成をサポート。
・要配慮者利用施設と共同で避難訓練を実施。

住民への防災知識の普及啓発の為に、気象庁WS（大
雨）や防災紙芝居等の教材を用意している。

課題

・住民の避難行動に関する意識改善が必要。
・水害時の職員、消防団員、河川管理者等、関係機関
の連携が必要。

・発災時に地域住民が的確な行動をとることができるよ
うに避難の心得等の周知徹底を図る必要がある。
・職員、水防団員等の役割を明確にしておく必要があ
る。

・要配慮者利用施設との避難訓練の実施が必要。 ･職員、消防団員等の役割を明確にしておく必要があ
る。

・発災時に地域住民が的確な行動をとることができるよ
うに避難の心得等の周知徹底を図る必要がある。
・職員、消防団員等の役割を明確にしておく必要があ
る。

水害に対する職員、水防団等の意識を啓発し、役割等
を明確にしておく必要がある。

・発災時に地域住民が的確な行動をとることができるよ
うに避難の心得等の周知徹底を図る必要がある。

防災教育を気象台職員だけで取り組んでいく事は難し
い。避難勧告・避難指示（緊急）が発令されても避難し
ようとしない住民が大勢居る現状を、年に数回の出前
講座だけで解決出来るとは考えられない。協議会の取
り組みの中で、学校の教員や企業に対してどうしたら
避難していただけるのか話し合いをもてれば良いと考
える。

　②水防に関する事項

項　　目 取組状況と課題 青森市 平内町 今別町 外ヶ浜町 蓬田村 野辺地町 横浜町 気象台 青森県（防災危機管理課） 青森県（河川砂防課）

取組状況

・目視による確認及び観測サイトにてリアルタイムによ
る情報収集。

・目視による確認及び観測サイトにてリアルタイムによ
る情報収集。
・消防団担当消防署員が、各水位超過ごとに、電話連
絡、メール等で、消防団に連絡する。

・目視及び観測サイトによる情報収集。
・消防団事務局が水位超過ごとに、電話連絡する。

･目視による確認、観測サイトにてリアルタイムで情報
収集。
･消防団事務職員から水位超過時に消防団へ連絡。

・目視による確認や情報収集。
・消防団事務職員より直接消防団へ連絡。
・消防団事務局職員が、各水位超過ごとに、電話連
絡、メール等で、消防団に連絡する。

・目視による確認及び観測サイトにてリアルタイムによ
る情報収集。
・消防団事務局職員が、各水位超過ごとに、電話連
絡、メール等で、消防団に連絡する。

・目視による確認。
・団事務局による直接連絡。

・河川管理者が基準水位観測所の水位により水防警
報を発表。

課題

・水位計が少ない河川が多い。
・優先的に水防活動を行う箇所の特定・共有が難しい。

・優先的に水防活動を行う箇所の特定・共有が難しい。 ・河川に水位計がない。
・優先的に水防活動を行う箇所の特定・共有が難しい。

・水位計のない準用河川への対応。
・準用河川の氾濫が、多いため、家屋等への被害も多
い。

取組状況

・巡視区間は定めていないが、過去の被災箇所を重点
的に巡視。
・職員・消防団が水防警報が発令された区間を主とし
て巡視を実施。

・各水防団の受け持ち区間について、出動指令を受け
て巡視を実施。
・職員・水防団が水防警報が発令された区間を主とし
て巡視を実施している。

・職員、消防団が水防警報を発令された区間を主とし
て巡視を実施。

･各消防団の受け持ち地域について、出動指令を受け
て巡視を実施。
･職員、消防団が水防警報が発令された区間を主とし
て巡視を実施

・各消防団の受け持ち区間について、出動指令を受け
て巡視を実施。
・職員・消防団が水防警報が発令された区間を主とし
て巡視を実施している。

・各水防団の受け持ち区間について、出動指令を受け
て巡視を実施。
・職員・水防団が水防警報が発令された区間を主とし
て巡視を実施している。

・各団の受け持ち区間について、出動命令を受けて巡
視を実施。

・重要水防箇所を公表し重点的に巡視。
・出水時には、河川管理施設を点検するため河川巡視
を実施。

課題

・水防活動対象箇所が多すぎて対応しきれないことが
懸念される。
・職員が水防に関する専門的な知見や技術を習得する
機会が少なく、河川巡視職員数が不足。

・発災時に水防団が活動出来ない可能性がある。
・水防活動対象箇所が多すぎて対応しきれないことが
懸念される。
・水防団の専門的な知見や技術を習得する機会が少
ない。

・発災時に水防団が活動出来ない可能性がある。
・水防活動対象箇所が多すぎて対応しきれないことが
懸念される。
・水防団の専門的な知見や技術を習得する機会が少
ない。
・水防団員の高齢化が進み団員が集まらない。

なし ・町外で働いている人の対応。
・団員の高齢化が進み団員が集まらない。

取組状況

・高田水防倉庫
　土のう1,000袋等。

・旧東栄小、旧浅所小倉庫および消防暑に水防資機材
をストック
　土のう約６００袋　ブルーシート等

・土納袋100枚、排水ポンプ13台 ･町役場倉庫へ水防資機材(土のう等)を備蓄。 ・防災倉庫に水防資機材をストック
　土のう200袋、可搬式ポンプ8台　等

・防災倉庫、消防団車庫に水防資機材をストック
　土のう袋、排水ポンプ等

各団へ救命胴衣を整備している。 ・各地域整備部毎等に水防資機材を備蓄。

課題

・老朽化により準備した資機材が非常時に使用出来な
い可能性がある。
・大規模な氾濫が予想される場合、資機材の調達に時
間を要する。

・資機材の老朽化により非常時に使用出来ない可能性
がある。
・防災倉庫が少ない、狭い。

防災倉庫がない。 ・資機材の老朽化により非常時に使用出来ない可能性
がある。
・防災倉庫が少ない、狭い。

・大規模の場合、土のう対応が間に合わない。 ・資機材のストックや種類不足

取組状況

・浸水が想定される区域に対象となる施設はない。 ・浸水が想定される区域に対象となる施設はない。 ・浸水が想定される区域に対象となる施設はない。 ･浸水が想定される区域に対象となる施設はない。 ・浸水が想定される区域に対象となる施設はない。 ・町庁舎は、浸水が想定される区域の対象ではない。
・公立野辺地病院も浸水区域ではないが、近隣を野辺
地川が流れているため、関係機関から情報収集し、マ
ニュアルに基づき対応する。

課題

・耐水性の確保が出来ていない。 ・非常用電源、耐水性の確保が出来ていない。 非常用電源は、耐水性の確保がされていない。

　③氾濫水の排水、施設運用等に関する事項

項　　目 取組状況と課題 青森市 平内町 今別町 外ヶ浜町 蓬田村 野辺地町 横浜町 気象台 青森県（防災危機管理課） 青森県（河川砂防課）

取組状況

・排水施設の配備なし。
・排水資器材の操作・運用については、民間業者等に
委託して排水作業を実施。

・民間業者等へ依頼し排水作業を実施。
・消防暑、消防団の水中ポンプを活用した排水作業を
実施。

・消防団の消防ポンプを使用した排水作業を実施。 ･消防団の消防ポンプを活用した排水作業を実施。
･町内民間業者へ依頼し、排水作業を実施。

・消防団の消防ポンプを活用した排水作業を実施。 ・消防団の消防ポンプを活用した排水作業を実施。 ・排水施設の配備はなし。
・管理委託業者へ依頼し排水作業を実施。

課題

・排水資器材等の調達に時間と費用を要する。 ・民間の土木業者頼みになってしまう部分がある。 特になし なし

(1)避難準備情報
・大雨警報が発表され、かつ、土砂災害警戒判定メッ
シュ情報で大雨警報の土壌雨量指数基準を超過した
場合
（２）避難勧告
・土砂災害警戒情報が発表された場合
・大雨警報が発表され、かつ、土砂災害警戒判定メッ
シュ情報で大雨警報の土壌雨量指数基準を超過し、さ
らに降雨が継続する見込みである場合
（３）避難指示
・土砂災害警戒情報が発表され、かつ、土砂災害警戒
情報を補足する情報で土砂災害警戒情報の基準を実
況で超過した場合

（1）避難準備情報
・野辺地川中屋敷水位観測所、枇杷野川観音林脇水
位観測所の水位が避難判断水位（1.90ｍ、1.60ｍ）に達
し、更に水位の上昇が予想される場合
・当町に洪水警報が発表された場合
（2）避難勧告
・野辺地川中屋敷水位観測所、枇杷野川観音林脇水
位観測所の水位が氾濫危険水位（2.30ｍ、1.90ｍ）に達
した場合
・河川管理施設の異常（漏水等破堤につながる恐れの
ある被災等）を確認した場合
（3）避難指示
・野辺地川中屋敷水位観測所、枇杷野川観音林脇水
位観測所の水位が氾濫危険水位（2.30ｍ、1.90ｍ）を超
えた場合
・破堤を確認した場合
・河川管理施設の大規模異常（堤防本体の亀裂、大規
模漏水等）を確認した場合

（１）避難準備情報
・桧木川桧木観測所の水位が氾濫注意水位【２．４０
ｍ】に到達し、１時間後には、避難判断水位【２．７０ｍ】
を超えると予想され、なお水位の上昇が見込まれる。
（２）避難勧告
・避難判断水位【２．７０ｍ】に到達し、１時間後には、氾
濫危険水位【３．５０ｍ】に到達すると予想される。
・河川氾濫のおそれがある。
（３）避難指示
・氾濫危険水位【３．５０ｍ】に到達する。
・堤防が決壊するおそれがある。（堤防の決壊につな
がるような大量の漏水や亀裂等が発見される。）

・「避難勧告等のガイドライン」で避難勧告等の判断基
準のひとつとして記載されている洪水警報の危険度分
布を含む新しい気象情報の提供を開始した（5日先まで
の「警報級になる可能性」、危険度を色分けした時系
列、大雨（浸水害）警報と洪水警報の危険度分布）。

・市町村の避難勧告等の発令基準策定のための指導・
助言

取組状況

○対象河川は、堤川、駒込川、沖館川、西滝川、新城
川、天田内川、野内川とする。
○発令は、（1）～（3）の基準を参考に、今後の気象予
測や河川巡視等からの情報を含めて総合的に判断す
る。
(1)避難準備情報
・各水位観測所の水位が「はん濫注意水位」に達し、さ
らに水位の上昇が予想される場合
・当市に洪水警報が発表された場合
・ダム情報等により、著しい水位の上昇の可能性が
高まったとき
（２）避難勧告
・各水位観測所の水位が「避難判断水位」に達し（「は
ん濫警戒情報」が発表され）、さらに水位の上昇が予想
される場合
・河川管理施設の異常（漏水等破堤につながる恐れの
ある被災等）を確認した場合
・ダム情報等により、異常洪水時の操作に関する通
知（サーチャージ水位を超えると予想され、下流の河
川水位が急激に上昇する恐れ）があったとき
（３）避難指示
・各水位観測所の水位が「はん濫危険水位」に到達し
た場合
・堤防の決壊・水があふれるのを確認した場合
・河川管理施設の大規模異常（堤体本体の亀裂、大規
模漏水等）を確認した場合
・ダムによる計画規模を超える異常洪水時の操作に
関する通知があったとき
　※太字の基準は、沖館川、西滝川、新城川、天田内
川、野内川に適用しない

(1)避難準備情報・高齢者等避難開始
・小湊川の小湊・内童子水位観測所および清水川の清
水川水位観測所（以下、「観測所」とする。）の水位が避
難判断水位に到達した場合
・観測所の水位が、はん濫注意水位を超え、なお水位
の上昇が予想される場合
・堤防において漏水や浸食等が発見された場合
（２）避難勧告
・観測所の水位が氾濫危険水位を超過した場合
・観測所の水位が避難判断水位を超えた状態で、なお
水位の上昇が予想される場合
・異常な漏水等が発見された場合
（３）避難指示（緊急）
・観測所の水位が氾濫危険水位を超過した状態で、今
後更に水位の上昇が見込まれる場合、または堤防高
に到達するおそれが高い場合
・堤防における異常な漏水の進行や、亀裂・すべり等に
より決壊のおそれが高まった場合
・堤防の決壊や越流が発生した場合

(1)避難準備情報
・今別川水位観測所（大川平）の水位が氾濫注意水位
に達し、更に水位の上昇が予想される場合。
(2)避難勧告
・水位観測所（大川平）の水位が避難判断水位に達し
た場合。
(3)避難指示
・水位観測所（大川平）の水位が氾濫危険水位に達し
た場合。

【蟹田川】
(1)避難準備情報
　①はん濫注意水位（2.0ｍ）に到達し、１時間後には、
避難判断水位（2.5ｍ）を超えると予想され、なお、水位
の上昇が見込まれる。
(2)避難勧告
　①避難判断水位（2.5ｍ）に到達し、１時間後には、は
ん濫危険水位（3.2ｍ）に到達すると予想される。
　②河川はん濫のおそれがある。
(3)避難指示
　①はん濫危険水位（3.2ｍ）に到達する。
　②堤防が決壊するおそれがある。（堤防の決壊につ
ながるような大量の漏水や亀裂等が発見される。）
【増川川】
(1)避難準備情報
　①はん濫注意水位（1.4ｍ）に到達し、１時間後には、
堤防水位（2.1 ｍ）を超えると予想され、なお、水位の上
昇が見込まれる。
(2)避難勧告
　①堤防水位（2.1ｍ）に到達し、１時間後には、はん濫
の危険がある水位（2.2ｍ）に到達すると予想される。
　②河川はん濫のおそれがある。
(3)避難指示
　①はん濫の危険がある水位（2.2ｍ）に到達する。
　②堤防が決壊するおそれがある。（堤防の決壊につ
ながるような大量の漏水や亀裂等が発見される。）

河川の巡視区間

水防資機材の整備状況

市町村庁舎、災害拠点病院等の
水害時における対応

排水施設、排水資機材の操作・
運用

洪水時における河川管理者から
の情報提供等の内容及びタイミ
ング

避難勧告等の発令基準

避難場所・避難経路

住民等への情報伝達の体制や
方法

避難誘導体制

河川水位等に係る情報提供

別紙－１

青森圏域



【取組状況】
（１）現状の水害リスク情報や取組状況の共有

　① 情報伝達、避難計画等に関する事項

項　目 青森市 平内町 今別町 外ヶ浜町 蓬田村 野辺地町 横浜町 気象台 青森県（防災危機管理課） 青森県（河川砂防課）

洪水時における河川管理者からの
情報提供等の内容及びタイミング

・河川管理者と気象庁が共同で洪水予報
を発表し、自治体への連絡とマスコミ等を
通じた住民への周知を行っている。
　　2河川（堤川、駒込川）
・河川管理者が水位周知河川と指定して、
自治体への連絡とマスコミ等を通じた住民
への周知を行っている。
　10河川（沖館川、西滝川ほか）

避難場所・避難経路

・市ホームページ、ハザードマップポータル
サイトにより、洪水ハザードマップ等を公表
し、浸水想定区域が含まれる世帯へ配付。

・平内町ホームページにより、洪水ハザー
ドマップ等を公表している。
・ハザードマップを全世帯へ配布。

・ハザードマップを全世帯へ配布。 ・ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄにより洪水ﾊｻﾞｰﾄﾞ
ﾏｯﾌﾟを公表。
・防災ﾏｯﾌﾟを全世帯へ配布。

・ハザードマップを全世帯へ配布。 ・洪水ハザードマップや防災ガイドマップを
作成し、浸水想定区域図を公表している。
また、浸水想定区域には、想定浸水深
シートを掲示している。
・洪水ハザードマップや防災ガイドマップを
全世帯へ配布。

・市町村の指定避難所・指定緊急避難場
所の指定に対する指導・助言

・浸水想定区域図を作成し公表するなど、
自治体が作成するハザードマップの作成
支援。
・12河川（堤川、駒込川ほか）において、今
後５年間を目標に想定最大規模降雨によ
る洪水浸水想定区域図を作成公表。

住民等への情報伝達の体制や方
法

・青森県河川砂防情報提供システムの河
川水位情報において情報を入手できること
を市ホームページや洪水ハザードマップで
周知。

・避難準備情報、避難勧告等を発令した場
合は、防災行政無線・HP・広報車・消防団
車両による広報活動や、報道機関を通して
実施。
・自主防災組織等の地域コミュ二ティとの
協力・連携により、避難対象地区住民への
情報周知を図る。

・避難勧告等を発令した場合は、防災行政
無線・広報車・防災車・消防車・町HP・電
話・Ｌアラート等で住民へ情報周知を図る。

･避難勧告等を発令した場合は、防災行政
無線・広報車等によ
 る広報活動や、報道機関を通して情報提
供。
・自治会または自主防災組織の代表者か
ら、避難対象地区の
 情報を把握する。

・避難準備情報、避難勧告等を発令した場
合は、防災行政無線・HP・広報車・消防団
車両による広報活動や、報道機関を通して
実施。
・自主防災組織等の地域コミュ二ティとの
協力・連携により、避難対象地区住民への
情報周知を図る。

・避難準備情報、避難勧告等を発令した場
合は、防災行政無線・緊急速報メール・Ｈ
Ｐ・広報車・消防団車両による広報活動
や、Ｌアラーとなど報道機関を通して実施。
・洪水ハザードマップや防災ガイドマップを
全世帯へ配布。

・避難準備情報、避難勧告等を発令した場
合は、防災行政無線・HP・広報車・消防団
車両による広報活動や、報道機関を通して
実施。
・自主防災組織等の地域コミュ二ティとの
協力・連携により、避難対象地区住民への
情報周知を図る。

新しい気象情報は、気象庁HP等で住民に
直接提供している。

・Ｌアラートによる避難勧告等情報、避難所
開設情報の周知

・水位情報、河川監視カメラ映像の情報を
リアルタイムで公開
・洪水お知らせメールにより水位などの情
報発信

避難誘導体制

・誘導に当たっては、適切な時期と適切な
避難方向への誘導、要配慮者の優先及び
携行品の制限等に留意し、実施する。
・避難誘導員は、市職員、消防団員、自主
防災組織構成員等が当たることとし、災害
の状況によって誘導できない場合は、自ら
の生命の安全の確保を最優先とする。
・避難誘導の方法は、避難者数及び誘導
員数に応じて、避難集団に付き添って避難
を誘導する方法（引き連れ法）、または避
難者大勢に対して避難路上で避難方向等
を指差したり、口頭で指示する方法（指差
し法）のいずれか、あるいは併用により実
施する。

・職員、警察、消防、自主防災組織等の連
携し、危険な地域から安全な地域へ避難
誘導に努める。

・職員、警察、消防、自主防災組織等と連
携し、危険な地域から安全な地域・避難所
へ避難誘導を実施する。

･職員、警察、消防、自治会等と連携し、危
険な地域から安全な
 地域へ避難誘導に努める。

・職員、警察、消防、自主防災組織等の連
携し、危険な地域から安全な地域へ避難
誘導に努める。
・要配慮者利用施設の避難計画作成をサ
ポート。

町民及び避難行動要支援者等に対し、職
員、警察、消防、消防団及び自主防災組
織と連携し、危険な地域から避難所等へ
誘導に努める。

・職員、警察、消防、自主防災組織等の連
携し、危険な地域から安全な地域へ避難
誘導に努める。
・要配慮者利用施設の避難計画作成をサ
ポート。
・要配慮者利用施設と共同で避難訓練を
実施。

住民への防災知識の普及啓発の為に、気
象庁WS（大雨）や防災紙芝居等の教材を
用意している。

　②水防に関する事項

項　　目 青森市 平内町 今別町 外ヶ浜町 蓬田村 野辺地町 横浜町 気象台 青森県（防災危機管理課） 青森県（河川砂防課）

河川水位等に係る情報提供

・目視による確認及び観測サイトにてリア
ルタイムによる情報収集。

・目視による確認及び観測サイトにてリア
ルタイムによる情報収集。
・消防団担当消防署員が、各水位超過ごと
に、電話連絡、メール等で、消防団に連絡
する。

・目視及び観測サイトによる情報収集。
・消防団事務局が水位超過ごとに、電話連
絡する。

･目視による確認、観測サイトにてリアルタ
イムで情報収集。
･消防団事務職員から水位超過時に消防
団へ連絡。

・目視による確認や情報収集。
・消防団事務職員より直接消防団へ連絡。
・消防団事務局職員が、各水位超過ごと
に、電話連絡、メール等で、消防団に連絡
する。

・目視による確認及び観測サイトにてリア
ルタイムによる情報収集。
・消防団事務局職員が、各水位超過ごと
に、電話連絡、メール等で、消防団に連絡
する。

・目視による確認。
・団事務局による直接連絡。 ・河川管理者が基準水位観測所の水位に

より水防警報を発表。

河川の巡視区間

・巡視区間は定めていないが、過去の被
災箇所を重点的に巡視。
・職員・消防団が水防警報が発令された区
間を主として巡視を実施。

・各水防団の受け持ち区間について、出動
指令を受けて巡視を実施。
・職員・水防団が水防警報が発令された区
間を主として巡視を実施している。

・職員、消防団が水防警報を発令された区
間を主として巡視を実施。

･各消防団の受け持ち地域について、出動
指令を受けて巡視
 を実施。
･職員、消防団が水防警報が発令された区
間を主として巡視
 を実施

・各消防団の受け持ち区間について、出動
指令を受けて巡視を実施。
・職員・消防団が水防警報が発令された区
間を主として巡視を実施している。

・各水防団の受け持ち区間について、出動
指令を受けて巡視を実施。
・職員・水防団が水防警報が発令された区
間を主として巡視を実施している。

・各団の受け持ち区間について、出動命令
を受けて巡視を実施。 ・重要水防箇所を公表し重点的に巡視。

・出水時には、河川管理施設を点検するた
め河川巡視を実施。

水防資機材の整備状況

・高田水防倉庫
　土のう1,000袋等。

・旧東栄小、旧浅所小倉庫および消防暑
に水防資機材をストック
　土のう約６００袋　ブルーシート等

・土納袋100枚、排水ポンプ13台 ･町役場倉庫へ水防資機材(土のう等)を備
蓄。

・防災倉庫に水防資機材をストック
　土のう200袋、可搬式ポンプ8台　等

・防災倉庫、消防団車庫に水防資機材を
ストック
　土のう袋、排水ポンプ等

各団へ救命胴衣を整備している。
・各地域整備部毎等に水防資機材を備
蓄。

市町村庁舎、災害拠点病院等の水
害時における対応

・浸水が想定される区域に対象となる施設
はない。

・浸水が想定される区域に対象となる施設
はない。

・浸水が想定される区域に対象となる施設
はない。

･浸水が想定される区域に対象となる施設
はない。

・浸水が想定される区域に対象となる施設
はない。

・町庁舎は、浸水が想定される区域の対象
ではない。
・公立野辺地病院も浸水区域ではないが、
近隣を野辺地川が流れているため、関係
機関から情報収集し、マニュアルに基づき
対応する。

　③氾濫水の排水、施設運用等に関する事項

項　　目 青森市 平内町 今別町 外ヶ浜町 蓬田村 野辺地町 横浜町 気象台 青森県（防災危機管理課） 青森県（河川砂防課）

排水施設、排水資機材の操作・運
用

・排水施設の配備なし。
・排水資器材の操作・運用については、民
間業者等に委託して排水作業を実施。

・民間業者等へ依頼し排水作業を実施。
・消防暑、消防団の水中ポンプを活用した
排水作業を実施。

・消防団の消防ポンプを使用した排水作業
を実施。

･消防団の消防ポンプを活用した排水作業
を実施。
･町内民間業者へ依頼し、排水作業を実
施。

・消防団の消防ポンプを活用した排水作業
を実施。

・消防団の消防ポンプを活用した排水作業
を実施。

・排水施設の配備はなし。
・管理委託業者へ依頼し排水作業を実施。

【蟹田川】
(1)避難準備情報
　①はん濫注意水位（2.0ｍ）に到達し、１時
間後には、避難判断
　　水位（2.5ｍ）を超えると予想され、なお、
水位の上昇が見込まれる。
(2)避難勧告
　①避難判断水位（2.5ｍ）に到達し、１時
間後には、はん濫危険
　　水位（3.2ｍ）に到達すると予想される。
　②河川はん濫のおそれがある。
(3)避難指示
　①はん濫危険水位（3.2ｍ）に到達する。
　②堤防が決壊するおそれがある。（堤防
の決壊につながるような大量の漏水や亀
裂等が発見される。）

【増川川】
(1)避難準備情報
　①はん濫注意水位（1.4ｍ）に到達し、１時
間後には、堤防水位
　　（2.1 ｍ）を超えると予想され、なお、水
位の上昇が見込まれ
  　る。
(2)避難勧告
　①堤防水位（2.1ｍ）に到達し、１時間後に
は、はん濫の危険が
　　ある水位（2.2ｍ）に到達すると予想され
る。
　②河川はん濫のおそれがある。
(3)避難指示
　①はん濫の危険がある水位（2.2ｍ）に到
達する。
　②堤防が決壊するおそれがある。（堤防
の決壊につながるような大量の漏水や亀
裂等が発見される。）

・市町村の避難勧告等の発令基準策定の
ための指導・助言

・「避難勧告等のガイドライン」で避難勧告
等の判断基準のひとつとして記載されてい
る洪水警報の危険度分布を含む新しい気
象情報の提供を開始した（5日先までの「警
報級になる可能性」、危険度を色分けした
時系列、大雨（浸水害）警報と洪水警報の
危険度分布）。

避難勧告等の発令基準

(1)避難準備情報・高齢者等避難開始
・小湊川の小湊・内童子水位観測所および
清水川の清水川水位観測所（以下、「観測
所」とする。）の水位が避難判断水位に到
達した場合
・観測所の水位が、はん濫注意水位を超
え、なお水位の上昇が予想される場合
・堤防において漏水や浸食等が発見され
た場合
（２）避難勧告
・観測所の水位が氾濫危険水位を超過し
た場合
・観測所の水位が避難判断水位を超えた
状態で、なお水位の上昇が予想される場
合
・異常な漏水等が発見された場合
（３）避難指示（緊急）
・観測所の水位が氾濫危険水位を超過し
た状態で、今後更に水位の上昇が見込ま
れる場合、または堤防高に到達するおそ
れが高い場合
・堤防における異常な漏水の進行や、亀
裂・すべり等により決壊のおそれが高まっ
た場合
・堤防の決壊や越流が発生した場合

(1)避難準備情報
・今別川水位観測所（大川平）の水位が氾
濫注意水位に達し、更に水位の上昇が予
想される場合。
(2)避難勧告
・水位観測所（大川平）の水位が避難判断
水位に達した場合。
(3)避難指示
・水位観測所（大川平）の水位が氾濫危険
水位に達した場合。

(1)避難準備情報
・大雨警報が発表され、かつ、土砂災害警
戒判定メッシュ情報で大雨警報の土壌雨
量指数基準を超過した場合
（２）避難勧告
・土砂災害警戒情報が発表された場合
・大雨警報が発表され、かつ、土砂災害警
戒判定メッシュ情報で大雨警報の土壌雨
量指数基準を超過し、さらに降雨が継続す
る見込みである場合
（３）避難指示
・土砂災害警戒情報が発表され、かつ、土
砂災害警戒情報を補足する情報で土砂災
害警戒情報の基準を実況で超過した場合

（1）避難準備情報
・野辺地川中屋敷水位観測所、枇杷野川
観音林脇水位観測所の水位が避難判断
水位（1.90ｍ、1.60ｍ）に達し、更に水位の
上昇が予想される場合
・当町に洪水警報が発表された場合
（2）避難勧告
・野辺地川中屋敷水位観測所、枇杷野川
観音林脇水位観測所の水位が氾濫危険
水位（2.30ｍ、1.90ｍ）に達した場合
・河川管理施設の異常（漏水等破堤につな
がる恐れのある被災等）を確認した場合
（3）避難指示
・野辺地川中屋敷水位観測所、枇杷野川
観音林脇水位観測所の水位が氾濫危険
水位（2.30ｍ、1.90ｍ）を超えた場合
・破堤を確認した場合
・河川管理施設の大規模異常（堤防本体
の亀裂、大規模漏水等）を確認した場合

（１）避難準備情報
・桧木川桧木観測所の水位が氾濫注意水
位【２．４０ｍ】に到達し、１時間後には、避
難判断水位【２．７０ｍ】を超えると予想さ
れ、なお水位の上昇が見込まれる。
（２）避難勧告
・避難判断水位【２．７０ｍ】に到達し、１時
間後には、氾濫危険水位【３．５０ｍ】に到
達すると予想される。
・河川氾濫のおそれがある。
（３）避難指示
・氾濫危険水位【３．５０ｍ】に到達する。
・堤防が決壊するおそれがある。（堤防の
決壊につながるような大量の漏水や亀裂
等が発見される。）

○対象河川は、堤川、駒込川、沖館川、西
滝川、新城川、天田内川、野内川とする。
○発令は、（1）～（3）の基準を参考に、今
後の気象予測や河川巡視等からの情報を
含めて総合的に判断する。

(1)避難準備情報
・各水位観測所の水位が「はん濫注意水
位」に達し、さらに水位の上昇が予想され
る場合
・当市に洪水警報が発表された場合
・ダム情報等により、著しい水位の上昇の
可能性が高まったとき
（２）避難勧告
・各水位観測所の水位が「避難判断水位」
に達し（「はん濫警戒情報」が発表され）、さ
らに水位の上昇が予想される場合
・河川管理施設の異常（漏水等破堤につな
がる恐れのある被災等）を確認した場合
・ダム情報等により、異常洪水時の操作に
関する通知（サーチャージ水位を超えると
予想され、下流の河川水位が急激に上昇
する恐れ）があったとき
（３）避難指示
・各水位観測所の水位が「はん濫危険水
位」に到達した場合
・堤防の決壊・水があふれるのを確認した
場合
・河川管理施設の大規模異常（堤体本体
の亀裂、大規模漏水等）を確認した場合
・ダムによる計画規模を超える異常洪水時
の操作に関する通知があったとき

　※太字の基準は、沖館川、西滝川、新城
川、天田内川、野内川に適用しない
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【課題】
（１）現状の水害リスク情報や取組状況の共有

　① 情報伝達、避難計画等に関する事項

項　目 青森市 平内町 今別町 外ヶ浜町 蓬田村 野辺地町 横浜町 気象台 青森県（防災危機管理課） 青森県（河川砂防課）

洪水時における河川管理者か
らの情報提供等の内容及びタ
イミング

・情報提供等が早ければ、対策等
の判断の参考になる。

・河川管理者と気象庁が共同で洪
水予報を発表し、自治体への連絡
とマスコミ等を通じた住民への周知
を行っている。
　　2河川（堤川、駒込川）
・河川管理者が水位周知河川と指
定して、自治体への連絡とマスコミ
等を通じた住民への周知を行って
いる。
　10河川（沖館川、西滝川ほか）

避難勧告等の発令基準

･タイムラインの作成が必要 ・河川管理者等の関係機関と協同
してタイムラインの作成やブラッシュ
アップが必要。

・避難勧告等の発令に対して、明確
な発令基準が定められていないた
め、マニュアルの見直しが必要。

･避難勧告等の発令に対して、明確
な発令基準が定められてい
 ないため、発令のタイミングが不
明。

・避難勧告等の発令に対して、明確
な発令基準（水位、降雨、気象状況
など）が定められていない。
・河川管理者等の関係機関と協同
してタイムラインの作成やブラッシュ
アップが必要。

・青森県河川砂防情報システムや
現場確認により、発令等を行ってい
るが、急激な豪雨等で河川増水が
ある場合、リアルタイムにより情報
を取得できると早めの発令判断等
に活かせる。

・避難勧告等の発令に対して、明確
な発令基準（水位、降雨、気象状況
など）が定められていない。

防災担当者や住民に対する新しい
情報の更なる理解促進に努める。

避難勧告等の発令基準が未策定
の市町村がある。

避難場所・避難経路

市民一人ひとりが避難経路を確認
していただくことが必要

・ハザードマップ等の再周知
・大規模氾濫など広範囲の浸水時
には隣接する市町村間の広域避難
計画の策定や住民への周知が必
要。

･避難経路については、確実に安全
な経路を特定できないた
 め、公表は難しい。

・大規模氾濫など広範囲の浸水時
には隣接する市町村間の広域避難
計画の策定や住民への周知が必
要。

なし ハザードマップ等を作成し町民へ周
知が必要。

指定避難所・指定緊急避難場所を
未指定の市町村がある。

・浸水想定区域図を作成し公表する
など、自治体が作成するハザード
マップの作成支援。
・12河川（堤川、駒込川ほか）にお
いて、今後５年間を目標に想定最
大規模降雨による洪水浸水想定区
域図を作成公表。

住民等への情報伝達の体制
や方法

・災害情報を発表・公表しているが
適切な行動へ結びついていない。
・理解しやすい情報提供が必要。
・WEBによる情報発信を行っている
が利用者が限定されている。

・防災行政無線の老朽化が著しい
ため、更新が必要。

・災害情報を発表・公表しているが
適切な行動へ結びついていない。
・理解しやすい情報提供が必要。
・エリアメールや情報発信メール、
WEBによる情報発信を行っている
が利用者が限定されている。

左記による伝達を行っているが、一
軒一軒声がけすることもある。

・要配慮者施設等に対する情報伝
達の方法

・災害時における防災ＨＰと県ＨＰの
連携

・水位情報、河川監視カメラ映像の
情報をリアルタイムで公開
・洪水お知らせメールにより水位な
どの情報発信

避難誘導体制

・住民の避難行動に関する意識改
善が必要。
・水害時の職員、消防団員、河川管
理者等、関係機関の連携が必要。

・発災時に地域住民が的確な行動
をとることができるように避難の心
得等の周知徹底を図る必要があ
る。
・職員、水防団員等の役割を明確に
しておく必要がある。

・要配慮者利用施設との避難訓練
の実施が必要。

･職員、消防団員等の役割を明確に
しておく必要がある。

・発災時に地域住民が的確な行動
をとることができるように避難の心
得等の周知徹底を図る必要があ
る。
・職員、消防団員等の役割を明確に
しておく必要がある。

水害に対する職員、水防団等の意
識を啓発し、役割等を明確にしてお
く必要がある。

・発災時に地域住民が的確な行動
をとることができるように避難の心
得等の周知徹底を図る必要があ
る。

防災教育を気象台職員だけで取り
組んでいく事は難しい。避難勧告・
避難指示（緊急）が発令されても避
難しようとしない住民が大勢居る現
状を、年に数回の出前講座だけで
解決出来るとは考えられない。協議
会の取り組みの中で、学校の教員
や企業に対してどうしたら避難して
いただけるのか話し合いをもてれば
良いと考える。

　②水防に関する事項

項　　目 青森市 平内町 今別町 外ヶ浜町 蓬田村 野辺地町 横浜町 気象台 青森県（防災危機管理課） 青森県（河川砂防課）

河川水位等に係る情報提供

・水位計が少ない河川が多い。
・優先的に水防活動を行う箇所の
特定・共有が難しい。

・優先的に水防活動を行う箇所の
特定・共有が難しい。

・河川に水位計がない。
・優先的に水防活動を行う箇所の
特定・共有が難しい。

・水位計のない準用河川への対
応。
・準用河川の氾濫が、多いため、家
屋等への被害も多い。

・河川管理者が基準水位観測所の
水位により水防警報を発表。

河川の巡視区間

・水防活動対象箇所が多すぎて対
応しきれないことが懸念される。
・職員が水防に関する専門的な知
見や技術を習得する機会が少なく、
河川巡視職員数が不足。

・発災時に水防団が活動出来ない
可能性がある。
・水防活動対象箇所が多すぎて対
応しきれないことが懸念される。
・水防団の専門的な知見や技術を
習得する機会が少ない。

・発災時に水防団が活動出来ない
可能性がある。
・水防活動対象箇所が多すぎて対
応しきれないことが懸念される。
・水防団の専門的な知見や技術を
習得する機会が少ない。
・水防団員の高齢化が進み団員が
集まらない。

なし ・町外で働いている人の対応。
・団員の高齢化が進み団員が集ま
らない。

・重要水防箇所を公表し重点的に
巡視。
・出水時には、河川管理施設を点検
するため河川巡視を実施。

水防資機材の整備状況

・老朽化により準備した資機材が非
常時に使用出来ない可能性があ
る。
・大規模な氾濫が予想される場合、
資機材の調達に時間を要する。

・資機材の老朽化により非常時に
使用出来ない可能性がある。
・防災倉庫が少ない、狭い。

防災倉庫がない。 ・資機材の老朽化により非常時に
使用出来ない可能性がある。
・防災倉庫が少ない、狭い。

・大規模の場合、土のう対応が間に
合わない。

・資機材のストックや種類不足
・各地域整備部毎等に水防資機材
を備蓄。

市町村庁舎、災害拠点病院等
の水害時における対応

・耐水性の確保が出来ていない。 ・非常用電源、耐水性の確保が出
来ていない。

非常用電源は、耐水性の確保がさ
れていない。

　③氾濫水の排水、施設運用等に関する事項

項　　目 青森市 平内町 今別町 外ヶ浜町 蓬田村 野辺地町 横浜町 気象台 青森県（防災危機管理課） 青森県（河川砂防課）

排水施設、排水資機材の操
作・運用

・排水資器材等の調達に時間と費
用を要する。

・民間の土木業者頼みになってしま
う部分がある。

特になし なし ・排水施設の配備はなし。
・管理委託業者へ依頼し排水作業
を実施。
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